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成
企
業
と
す
る
Ｔ
Ｔ
Ｃ
グ
ル
ー

プ
が
17
年
度
に
完
成
さ
せ
、
17

年
10
月
20
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

　
館
山
市
は
、
２
０
２
２
年
度

優
秀
・
優
良
建
設
業
者
表
彰
の

対
象
と
し
て
、
工
事
９
件
、
建

設
業
者
８
社
、
現
場
代
理
人
８

　
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

千
葉
県
支
部
北
総
分
会
（
鎌
形

憲
一
分
会
長
）
の
第
41
回
通
常

総
会
が
５
月
27
日
、
佐
倉
市
内

の
北
総
建
設
会
館
で
開
か
れ
、

２
０
２
２
年
度
事
業
計
画
な
ど

を
可
決
。
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
で
は
、
鎌
形
分
会
長
を

再
選
し
た
。（
２
面
に
新
役
員
）

各
々
が
よ
り
高
い

安
全
意
識
を
持
つ

　
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
鎌
形

分
会
長
は
「
労
働
災
害
の
根
絶

が
建
設
業
界
全
体
の
悲
願
で
あ

る
」
と
し
「
一
人
ひ
と
り
が
よ

り
高
い
安
全
意
識
を
持
ち
、
建

設
現
場
の
危
険
を
排
除
し
て
不

安
全
行
動
、
不
安
全
設
備
、
不

安
全
状
態
を
な
く
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
」と
訴
え
た
。

　
加
え
て
「
み
な
さ
ん
と
一
致

団
結
し
、
安
全
衛
生
活
動
の
さ

ら
な
る
向
上
を
目
指
す
」
と
の

考
え
を
示
し
、
あ
い
さ
つ
と
し

た
。

　
議
案
審
議
終
了
後
に
は
、
来

賓
と
し
て
成
田
労
働
基
準
監
督

署
の
堀
田
昭
久
署
長
、
東
金
労

働
基
準
監
督
署
の
北
川
能
章
署

長
、
（
一
社
）
千
葉
県
建
設
業

協
会
北
総
支
部
の
萩
原
仁
支
部

長
ら
が
あ
い
さ
つ
。

高
齢
者
を
意
識
し
た

安
全
対
策
に
配
慮
を

　
こ
の
席
で
堀
田
・
成
田
労
基

署
長
は
、
昨
年
の
成
田
署
管
内

の
建
設
業
に
お
け
る
休
業
４
日

以
上
の
災
害
が
60
件
で
、
前
年

比
７
％
増
加
し
た
こ
と
を
説

明
。
前
年
比
増
が
３
年
続
い
た

こ
と
に
つ
い
て
「
一
過
性
の
も

の
で
は
な
く
、
増
加
傾
向
に
あ

る
と
真
摯
に
受
け
止
め
、
そ
れ

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
取

り
組
み
が
必
要
と
い
う
こ
と

を
、
行
政
を
含
め
て
関
係
者
全

員
が
共
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
に
あ
る
」
と
強
く
訴
え

た
。

　
事
故
の
型
で
は
、
墜
落
が
全

体
の
50
％
に
及
ぶ
こ
と
に
言
及
。

「
当
署
管
内
で
昨
年
末
に
１
件

の
死
亡
災
害
が
発
生
し
た
が
、

そ
れ
は
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
の
墜
落

だ
っ
た
」
と
報
告
す
る
と
と
も

に
「
身
近
な
と
こ
ろ
で
事
案
が

発
生
し
て
い
る
点
も
、
認
識
し

て
頂
き
た
い
」と
呼
び
か
け
た
。

　
災
害
防
止
に
つ
い
て
は
「
起

き
な
か
っ
た
こ
と
も
、
き
ち
ん

と
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

言
明
。「
会
員
各
位
の
日
頃
の
安

全
管
理
が
、
絶
対
に
避
け
る
べ

き
大
き
な
危
険
の
防
止
に
対
し

て
、
非
常
に
有
効
に
機
能
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
」と
称
え
た
。

　
総
じ
て
、
災
害
を
減
少
さ
せ

る
た
め
に
は
「
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
継
続
す
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
ト
ラ
ッ
ク
や
脚
立
の

比
較
的
低
所
で
の
作
業
、
あ
る

い
は
改
修
工
事
な
ど
、
既
存
の

建
物
で
の
墜
落
防
止
の
さ
ら
な

る
徹
底
を
図
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
」
と
強
調
。

　
管
内
建
設
業
に
お
け
る
こ
こ

３
年
間
の
休
業
４
日
以
上
の
被

災
者
の
う
ち
、
約
35
％
が
60
歳

以
上
で
、
県
内
平
均
に
比
べ
て

10
％
程
度
多
い
こ
と
に
言
及
し

た
堀
田
署
長
は
、
「
高
齢
者
を

意
識
し
た
安
全
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
も

配
慮
願
い
た
い
」と
要
請
し
た
。

　
一
方
で
「
私
は
社
会
の
イ
ン

フ
ラ
構
築
・
維
持
に
重
要
な
役

割
を
担
う
建
設
業
に
対
し
て
、

常
々
尊
敬
の
念
を
抱
い
て
い

る
」
と
し
た
堀
田
署
長
は
「
建

設
業
界
に
は
、
今
後
と
も
発
展

し
続
け
て
頂
き
た
い
と
い
う
の

が
、
私
の
偽
ら
ざ
る
気
持
ち
で

あ
る
。
そ
う
い
っ
た
思
い
か
ら

も
、
働
き
方
改
革
の
取
り
組
み

を
是
非
と
も
お
願
い
し
た
い
」

と
呼
び
か
け
、
祝
辞
と
し
た
。

労
災
防
止
へ
一
層

の
連
携
が
不
可
欠

　
北
川
・
東
金
労
基
署
長
は
、

昨
年
の
東
金
署
管
内
の
建
設
業

に
お
け
る
休
業
４
日
以
上
の
災

害
が
40
件
で
、
前
年
よ
り
も
減

少
し
、
死
亡
災
害
は
な
か
っ
た

こ
と
を
報
告
。

　
一
方
で
「
今
年
に
入
っ
て
か

ら
労
働
災
害
は
増
加
に
転
じ
、

４
月
末
時
点
で
前
年
同
月
に
比

べ
て
２
倍
近
く
の
13
件
の
災
害

が
発
生
し
た
」
と
し
「
さ
ら
に

誠
に
残
念
な
こ
と
に
、
死
亡
災

害
も
発
生
し
た
憂
慮
す
べ
き
事

態
と
な
っ
て
い
る
」
と
説
明
。

事
故
の
型
別
で
は
「
依
然
と
し

て
墜
落
・
転
落
災
害
が
数
多
く

発
生
し
て
い
る
」
と
断
じ
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
東
金

労
基
署
で
は
「
高
所
等
の
作
業

時
に
お
け
る
足
場
の
組
み
立
て

な
ど
の
設
置
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス

型
墜
落
制
止
用
器
具
の
使
用
、

そ
れ
に
関
わ
る
特
別
教
育
の
実

施
を
し
っ
か
り
と
求
め
、
熱
中

症
予
防
対
策
に
も
取
り
組
ん
で

い
く
」
と
言
明
し
た
。

　
建
設
業
に
お
け
る
労
働
災
害

防
止
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ

て
、
北
川
署
長
は
「
北
総
分
会

の
会
員
各
位
と
の
一
層
の
連
携

が
不
可
欠
」
と
し
「
し
っ
か
り

と
手
を
携
え
る
こ
と
が
で
き
た

な
ら
、
こ
れ
ほ
ど
心
強
い
も
の

は
な
い
。
一
層
の
理
解
と
協
力

を
賜
り
た
い
」と
呼
び
か
け
た
。

一
人
ひ
と
り
に
心
で

訴
え
る
取
り
組
み
を

　
千
建
協
北
総
支
部
の
萩
原
支

部
長
は
、
会
員
事
業
場
の
現
場

に
つ
い
て
「
安
全
対
策
は
、
か

な
り
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
思

う
」と
評
価
。そ
の
う
え
で「
安

全
に
向
け
て
の
目
標
は
、
災
害

発
生
ゼ
ロ
し
か
な
い
」と
強
調
。

「
こ
れ
か
ら
は
、
気
持
ち
や
精

神
的
な
面
に
踏
み
込
む
べ
き
で

は
な
い
か
」
と
し
「
毎
朝
の
Ｋ

Ｙ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
一
人

ひ
と
り
の
目
を
見
て
、
し
っ
か

り
と
心
か
ら
訴
え
、
本
人
を
納

得
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
一
番
だ

と
考
え
る
」
と
述
べ
、
祝
辞
に

代
え
た
。

鎌
形
分
会
長

堀
田
・
成
田
労
基
署
長

北
川
・
東
金
労
基
署
長

萩
原
・
北
総
支
部
長

建
災
防
北
総
分
会
が
総
会

３
つ
の「
不
安
全
」な
く
す

建
設
現
場「
危
険
」を
排
除

　
う
ま
く
た
の
里
は
、
下
郡
１

３
６
９
―
１
の
敷
地
面
積
１
万

５
３
２
９
㎡
に
位
置
し
て
い

る
。
市
街
化
調
整
区
域
に
属
す

る
。

　
建
物
は
、
木
造
平
屋
、
床
面

積
７
６
４
・
21
㎡
の
地
域
振
興

棟
と
、
Ｓ
造
平
屋
、
床
面
積
１

０
３
・
86
㎡
の
ト
イ
レ
棟
で
構

成
。
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
に
よ
り
、
Ｔ

Ｔ
Ｃ
を
代
表
企
業
、
ヤ
マ
ト
と

地
域
み
ら
い
創
造
研
究
所
を
構

　
２
０
２
２
年
度
に
一
般
社
団

法
人
化
し
た
習
志
野
市
イ
ン
フ

ラ
協
議
会
は
７
日
、
22
年
度
通

常
総
会
を
習
志
野
市
管
工
事
協

同
組
合
会
館
２
階
会
議
室
で
開

催
し
た
。
設
立
時
役
員
や
22
年

度
事
業
計
画
な
ど
が
全
会
一
致

で
承
認
・
可
決
さ
れ
た
。
設
立

時
役
員
は
、
岩
井
健
会
長
（
㈱

サ
ク
ラ
設
備
）
、
寺
田
良
一
副

会
長
（
豊
栄
工
業
㈱
）
、
木
本

寛
文
理
事
（
京
葉
パ
イ
ピ
ン
グ

㈱
）、渡
邊
健
敏
会
計
理
事（
栄

工
業
㈱
）、三
代
川
剛
監
事（
三

徳
工
業
㈱
）
。
ま
た
、
社
員
は

福
本
英
敏
氏
（
㈱
ケ
イ
ハ
イ
）
、

内
藤
定
雄
氏
（
京
葉
工
管
㈱
）
、

鈴
木
千
博
氏
（
鈴
木
水
道
㈱
）
、

楠
大
吾
氏
（
㈱
習
志
野
工
業
）
、

鈴
木
工
仁
氏
（
福
葉
水
道
㈱
）
、

藤
井
康
弘
氏
（
㈱
藤
井
建
設
）
、

小
原
智
氏
（
不
二
公
業
㈱
）
。

　
22
年
度
は
▽
社
会
貢
献
事
業

＝
小
学
校
に
お
け
る
出
前
授

業
、
習
志
野
市
庁
舎
に
お
け
る

「
お
も
て
な
し
消
毒
活
動
」
▽

教
育
関
連
事
業
＝
習
志
野
市
企

業
局
職
員
と
の
安
全
衛
生
や
新

技
術
な
ど
に
関
す
る
講
習
会
▽

福
利
厚
生
事
業
＝
忘
年
会
、
研

修
旅
行

―
を
展
開
す
る
。

　
岩
井
会
長
は
事
業
計
画
に
関

し
、
「
魅
力
あ
る
管
工
事
業
界

と
す
る
た
め
、
出
前
授
業
を
開

催
し
、
子
ど
も
た
ち
が
水
に
係

る
授
業
を
楽
し
み
、
記
憶
の
片

隅
に
残
る
よ
う
取
り
組
み
た

い
。
法
改
正
や
新
た
な
施
工
技

術
、
さ
ら
に
は
新
し
い
資
材
が

現
れ
て
く
る
。
技
術
研
修
会
を

開
催
し
、
会
員
相
互
の
知
識
向

上
に
つ
な
げ
て
い
く
。
習
志
野

市
管
工
事
協
同
組
合
と
足
並
み

を
そ
ろ
え
、
災
害
時
の
初
期
対

応
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
く
」
と
述
べ

た
。

　
出
前
授
業
は
９
月
、
習
志
野

市
立
香
澄
小
学
校
で
開
催
す
る

予
定
。

早
け
れ
ば
25
年
度
着
工

計
画
策
定 

最
短
で
来
月
委
託

　
木
更
津
市
は
、
道
の
駅
「
木
更
津
う
ま
く
た
の
里
」
の
施
設
拡
張
計
画
を
年
度
内
に
策
定

し
、
２
０
２
３
年
度
の
基
本
設
計
、
24
年
度
の
実
施
設
計
を
経
て
、
早
け
れ
ば
25
年
度
に
着

工
す
る
想
定
だ
。
６
月
補
正
予
算
案
に
は
、
計
画
策
定
業
務
委
託
料
３
０
０
万
円
を
計
上
。

最
短
で
７
月
に
競
争
入
札
で
委
託
し
、
年
度
末
ま
で
の
作
業
期
間
を
見
込
ん
で
い
る
。

木
更
津
市 

「
う
ま
く
た
の
里
」施
設
拡
張

人
を
決
定
し
た
。
表
彰
式
は
７

月
13
日
午
前
10
時
か
ら
、
市
役

所
本
館
２
階
会
議
室
で
執
り
行

わ
れ
る
。

　
表
彰
は
、
建
設
業
者
の
施
工

技
術
の
向
上
と
育
成
を
目
的

に
、
施
工
管
理
や
出
来
栄
え
な

ど
が
特
に
優
秀
で
他
の
模
範
と

な
る
工
事
を
施
工
し
た
者
を
た

た
え
る
も
の
で
、
01
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
。

　
工
事
成
績
評
定
80
点
以
上
を

「
優
秀
工
事
」
、
75
点
以
上
80

点
未
満
を
「
優
良
工
事
」
と
し
、

各
部
門
の
上
位
３
位
ま
で
を
表

彰
対
象
と
し
て
い
る
。

　
20
回
目
を
迎
え
る
今
回
の
表

彰
対
象
は
、
21
年
度
に
完
成
し

た
建
設
工
事
１
２
７
件
・
施
工

業
者
34
社
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
。

　
表
彰
対
象
は
次
の
通
り
。

　
〔
▽
工
事
名
＝
①
請
負
者
②

現
場
代
理
人
③
表
彰
区
分
④
評

定
点
〕

【
土
木
工
事
】

　
▽
普
通
河
川
巴
川
河
川
護
岸

復
旧
工
事
＝
①
㈱
岡
部
建
設
②

川
名
和
美
氏
③
優
良
④
79
点

　
▽
那
古
小
学
校
裏
山
落
石
防

護
工
事
＝
①
白
幡
興
業
㈱
②
志

村
良
郎
氏
③
優
良
④
79
点

　
▽
普
通
河
川
茂
名
川
河
川
護

岸
復
旧
工
事
＝
①
㈲
鈴
木
建
材

興
業
②
鈴
木
好
昭
氏
③
優
良
④

79
点

【
建
築
工
事
】

　
▽
那
古
小
学
校
校
舎
ト
イ
レ

改
修
工
事
＝
①
渡
辺
建
設
㈱
②

豊
浦
雄
一
氏
③
優
秀
④
82
点

　
▽
市
役
所
３
号
館
外
壁
等
改

修
工
事
＝
①
㈱
石
井
工
務
店
②

靍
見
保
好
氏
③
優
秀
④
82
点

　
▽
第
一
中
学
校
校
舎
西
棟
ト

イ
レ
改
修
工
事
＝
①
渡
辺
建
設
㈱

②
豊
浦
雄
一
氏
③
優
良
④
79
点

【
管
・
電
気
・
設
備
等
工
事
】

　
▽
市
役
所
本
館
非
常
用
発
電

機
設
置
工
事
＝
①
㈲
濵
田
電
業
社

②
濵
田
陽
介
氏
③
優
秀
④
82
点

　
▽
市
役
所
本
館
等
ト
イ
レ
洋

式
化
工
事
＝
①
㈲
亀
入
ポ
ン
プ

店
②
亀
入
淳
宏
氏
③
優
秀
④
81

点　
▽
市
内
小
中
学
校
照
明
設
備

改
修
工
事
＝
①
㈲
八
幡
電
気
②

藤
田
克
己
氏
③
優
良
④
78
点

ハ
タ
ノ
と
随
契

ポ
ン
プ
の
交
換市原

市

　
市
原
市
は
、
市
原
ポ
ン
プ
場

の
ポ
ン
プ
５
台
の
う
ち
№
３
ポ

ン
プ
が
故
障
し
た
こ
と
に
伴

い
、
10
日
ま
で
に
ハ
タ
ノ
シ
ス

テ
ム
と
特
命
随
意
契
約
を
締
結

し
、
対
応
を
図
る
方
針
を
示
し

た
。
再
稼
働
は
９
月
下
旬
の
見

込
み
。

　
市
原
ポ
ン
プ
場
は
八
幡
海
岸

通
74
―
８
に
あ
り
、
八
幡
宿
駅

周
辺
地
区
の
雨
水
管
に
流
入
し

た
水
を
東
京
湾
に
排
水
し
て
い

る
。

　
№
３
ポ
ン
プ
は
、
管
径
３
０

０
０
㎜
の
ス
ク
リ
ュ
ー
ポ
ン
プ

で
、排
水
能
力
２
４
２
㎥
／
分
。

ヤ
ン
マ
ー
製
。
１
９
８
９
年
４

月
の
稼
働
開
始
。

　
エ
ン
ジ
ン
の
動
力
を
ポ
ン
プ

に
伝
え
る
ク
ラ
ッ
チ
部
分
が
焼

損
し
て
お
り
、
交
換
が
必
要
な

状
態
。

　
出
水
期
を
迎
え
る
中
、
故
障

に
よ
り
ポ
ン
プ
場
の
排
水
能
力

が
５
６
７
㎥
／
分
に
低
下
し
て

い
る
。

　
八
幡
宿
駅
周
辺
地
区
に
影
響

が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
再
稼
働
ま
で
の
間
、
排

水
能
力
８
㎥
／
分
の
仮
設
ポ
ン

プ
を
２
台
設
置
す
る
な
ど
の
対

応
を
講
じ
る
。

千
葉
支
店
を
移
転

古
谷
建
設

　
古
谷
建
設
㈱（
古
谷
務
社
長
）

は
、
業
務
拡
充
に
伴
い
千
葉
支

店
を
移
転
し
、
９
日
か
ら
新
事

務
所
で
の
業
務
を
開
始
す
る
。

新
事
務
所
の
住
所
は
、
千
葉
市

中
央
区
新
田
町
１
番
１
号 

Ｉ

Ｍ
Ｉ
未
来
ビ
ル
８
階
。
電
話
番

号
は
０
４
３
―
２
３
９
―
３
０

２
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
０
４
３

―
２
３
９
―
３
０
２
１
。

　
㈱
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ａ
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
キ
ッ
チ
ン
（
東
京
都
千

代
田
区
大
手
町
１
―
１
―
３
、

電
話
03
―
５
２
２
０
―
８
５
５

０
）
は
、
柏
市
豊
四
季
字
笹
原

３
７
６
―
１
ほ
か
に
、
Ｓ
造
４

階
建
て
、
延
べ
床
面
積
２
万
２

８
９
・
96
㎡
の
「
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｅ

Ｒ
Ａ
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
キ
ッ
チ
ン

新
工
場
」
を
建
設
す
る
。
施
工

者
は
㈱
ア
ー
バ
ン
ヤ
マ
イ
チ

（
埼
玉
県
川
口
市
並
木
３
―
23

―
27
）
。
２
０
２
３
年
７
月
１

日
に
着
工
し
、
24
年
９
月
30
日

の
完
成
を
目
指
す
。

　
建
設
地
は
、
主
要
地
方
道
市

川
印
西
線
沿
い
で
、
さ
ら
地
の

状
態
。
敷
地
面
積
は
１
万
２
６

１
７
・
06
㎡
。

　
新
築
規
模
は
、
建
築
面
積
５

２
５
０
・
63
㎡
、
高
さ
27
ｍ
。

　
設
計
者
は
㈱
梓
設
計
（
東
京

都
大
田
区
羽
田
旭
町
10
―
11
）。

　
事
業
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
建
築
主
ま
で
。

館
山
市 

優
秀
・
優
良
建
設
業
者
表
彰

９
工
事
・
８
社
が
対
象

岩
井
会
長

習志野市インフラ協議会

会長に岩井氏（サクラ
設 備）

総会で設立時役員等承認

プ
ン
し
た
。
17
年
６
月
30
日
に

は
Ｔ
Ｔ
Ｃ
を
指
定
管
理
者
に
指

定
。
指
定
期
間
は
32
年
３
月
31

日
ま
で
。

　
地
域
振
興
棟
の
売
り
場
が
狭

あ
い
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
首
都

圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
の
南
側

に
あ
る
第
２
駐
車
場
と
第
３
駐

車
場
の
活
用
や
、
敷
地
の
拡
張

な
ど
に
よ
る
施
設
整
備
な
ど
を

検
討
す
る
。

Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ａ
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
キ
ッ
チ
ン

豊
四
季
に
新
工
場

きょうの
紙 面

民
間

高津農場／市原の8千㎡
畜舎はヨシダエルシス

2
公
共

千葉市／国予算へ要望
検見川立体を早期着手

2
民
間

千葉市内ワンルーム
大和で古市場30戸共住

3
業
界

長生地域で水防訓練
建設業から35人参加

2
業
界

千葉市内工事一覧／イ
チケンで施設改修2.5億

3
公
共

千葉市／モノレール脱炭
素化等環境副大臣に要望

2

info
長方形


